
新
規
化
学
物
質
の
製
造
又
は
輸
入
に
係
る
届
出
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案

参
照
条
文

（
参
照
法
令
一
覧
）

○
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

1

○
化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

６

○
新
規
化
学
物
質
の
製
造
又
は
輸
入
に
係
る
届
出
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
九
年
四
月
十
五
日
厚
生
省
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
（
抄
）
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

６
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○

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
七
号
）
（
抄
）

（
製
造
等
の
届
出
）

第
三
条

新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
新
規
化
学
物
質
の
名
称
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
三

（
略
）

四

そ
の
新
規
化
学
物
質
に
関
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
取
扱
い
の
方
法
等
か
ら
み
て
そ
の
新
規
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
政

令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
旨
の
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
の
確
認
を
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
受
け
、
か
つ
、
そ
の
確
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
そ
の
新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
と
き
。

五

一
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
新
規
化
学
物
質
の
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量
（
そ
の
新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
及
び
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
つ
て
は

、
こ
れ
ら
を
合
計
し
た
数
量
。
第
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
政
令
で
定
め
る
数
量
以
下
の
場
合
で
あ
つ
て
、
既
に
得
ら
れ
て
い
る
知

見
等
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
新
規
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
が
生
じ
て
人
の
健
康
に
係
る
被
害
又
は
生
活
環
境
動
植
物
の
生
息
若
し
く
は
生
育
に
係
る
被
害
を

生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
な
い
旨
の
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
の
確
認
を
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
受
け
、
か
つ
、
そ
の
確
認
に
係
る
数
量
以
下
の
そ
の
新
規
化
学
物
質
を
当
該
年
度
に
お
い
て
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
と
き
。

六

（
略
）

２

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
（

第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
含
む
。
）
を
合
計
し
た
数
量
が
同
号
の
政
令
で
定
め
る
数
量
を
超
え
る
こ
と
と
な

る
場
合
に
は
、
同
号
の
確
認
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
一
項
第
四
号
の
確
認
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
項
第
四
号
の
確
認
を
受
け
た
者
が
不
正
の
手
段
に
よ
り
そ
の
確
認
を
受
け
た
と
き
。

二

第
一
項
第
四
号
の
確
認
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
確
認
を
受
け
た
と
こ
ろ
に
従
つ
て
そ
の
確
認
に
係
る
新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
て
い
な
い
と
認
め

る
と
き
。

三

前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
第
一
項
第
四
号
の
確
認
に
係
る
新
規
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。
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４

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
一
項
第
五
号
の
確
認
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
一
項
第
五
号
の
確
認
を
受
け
た
者
が
不
正
の
手
段
に
よ
り
そ
の
確
認
を
受
け
た
と
き
。

二

第
一
項
第
五
号
の
確
認
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
確
認
に
係
る
数
量
を
超
え
て
そ
の
確
認
に
係
る
新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
。

三

前
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
第
一
項
第
五
号
の
確
認
に
係
る
新
規
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
が
生
じ
て
人
の
健
康
に
係
る
被
害
又
は
生
活
環
境
動
植
物
の

生
息
若
し
く
は
生
育
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

５

（
略
）

（
審
査
）

第
四
条

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
そ
の
届
出
に
係

る
新
規
化
学
物
質
に
つ
い
て
既
に
得
ら
れ
て
い
る
そ
の
組
成
、
性
状
等
に
関
す
る
知
見
に
基
づ
い
て
、
そ
の
新
規
化
学
物
質
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を

判
定
し
、
そ
の
結
果
を
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

第
二
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

二

イ
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
ロ
に
該
当
し
な
い
も
の

イ

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
１
）

第
二
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
疑
い
の
あ
る
も
の
（
同
号
イ
に
該
当
す
る
も
の
を
含
み
、
自
然
的
作
用
に
よ
る
化
学
的
変
化
を
生
じ
に
く
い
も

の
に
限
る
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）

当
該
化
学
物
質
が
自
然
的
作
用
に
よ
る
化
学
的
変
化
を
生
じ
や
す
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
自
然
的
作
用
に
よ
る
化
学
的
変
化
に
よ
り
生
成
す
る
化

学
物
質
（
元
素
を
含
む
。
）
が
（
１
）
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
１
）

動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
（
自
然
的
作
用
に
よ
る
化
学
的
変
化
を
生
じ
に
く
い
も
の
に
限
り
、
第
二
条
第
二
項

第
一
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）

当
該
化
学
物
質
が
自
然
的
作
用
に
よ
る
化
学
的
変
化
を
生
じ
や
す
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
自
然
的
作
用
に
よ
る
化
学
的
変
化
に
よ
り
生
成
す
る
化

学
物
質
（
元
素
を
含
む
。
）
が
（
１
）
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三

前
号
イ
に
該
当
せ
ず
、
か
つ
、
同
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の

四

第
二
号
イ
及
び
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
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五

第
一
号
又
は
第
二
号
イ
若
し
く
は
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の

六

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
も
の

２

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
届
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
が
前
項
第
六
号
に
該
当
す
る
と
判
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、

そ
の
新
規
化
学
物
質
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
試
験
の
試
験
成
績
に
基
づ
い
て
、
そ
の
新
規
化
学
物
質
が
同
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
判

定
し
、
そ
の
結
果
を
そ
の
届
出
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
前
項
の
判
定
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
当
該

届
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
の
性
状
に
関
す
る
第
五
項
に
規
定
す
る
試
験
の
試
験
成
績
を
記
載
し
た
資
料
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で

定
め
る
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
一
項
の
届
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
が
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
五

号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
通
知
を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
新
規
化

学
物
質
の
名
称
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
判
定
を
行
う
た
め
に
必
要
な
試
験
の
項
目
そ
の
他
の
技
術
的
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
。

６

前
項
の
命
令
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
化
学
物
質
の
安
全
性
の
評
価
に
関
す
る
試
験
の
項
目
の
設
定
に
つ
い
て
の
国
際
的
動
向
そ
の
他
化
学
物
質
の
安
全
性
の
評
価

に
つ
い
て
の
技
術
上
の
基
準
に
関
す
る
動
向
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
製
造
予
定
数
量
等
が
一
定
の
数
量
以
下
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
審
査
の
特
例
等
）

第
五
条

第
三
条
第
一
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
で
、
一
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
届
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
の
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量
が
第
四
項
第
一

号
の
政
令
で
定
め
る
数
量
以
下
で
あ
る
も
の
は
、
そ
の
届
出
に
際
し
、
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
対
し
、
そ
の
新
規
化
学
物
質
が
前
条
第
一
項
第
六
号
に
該
当
す
る
場
合
に
は
そ
れ
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

の
判
定
を
行
う
よ
う
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

イ
及
び
ロ
に
該
当
す
る
化
学
物
質
で
あ
る
こ
と
。

イ

自
然
的
作
用
に
よ
る
化
学
的
変
化
を
生
じ
に
く
い
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
生
物
の
体
内
に
蓄
積
さ
れ
や
す
い
も
の
で
な
い
こ
と
。

ロ

前
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

当
該
新
規
化
学
物
質
が
自
然
的
作
用
に
よ
る
化
学
的
変
化
を
生
じ
や
す
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
自
然
的
作
用
に
よ
る
化
学
的
変
化
に
よ
り
生
成
す
る
化
学
物

質
（
元
素
を
含
む
。
）
が
前
号
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
前
項
の
申
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
の
判
定
に
際
し
て
そ
の
申
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
が
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同
項
第
六
号
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
三
条
第
一
項
の
届
出
を
受
理
し
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
前
条
第
一
項
第
六
号
に
該

当
す
る
旨
の
判
定
を
行
う
こ
と
に
代
え
て
、
そ
の
申
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
に
つ
い
て
既
に
得
ら
れ
て
い
る
そ
の
組
成
、
性
状
等
に
関
す
る
知
見
に
基
づ
い
て
、
そ

の
新
規
化
学
物
質
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
判
定
し
、
そ
の
結
果
を
前
項
の
申
出
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は

、
同
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

二

前
項
各
号
に
該
当
し
な
い
も
の

三

前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
も
の

３

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
第
一
項
の
申
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
が
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
と
判
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の

新
規
化
学
物
質
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
る
試
験
の
試
験
成
績
に
基
づ
い
て
、
そ
の
新
規
化
学
物
質
が
同
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
を
判
定
し
、
そ

の
結
果
を
そ
の
申
出
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

第
二
項
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
申
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
が
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
者
は
、
毎
年
度
、
あ
ら
か
じ
め

、
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
申
し
出
て
、
そ
の
通
知
に
係
る
新

規
化
学
物
質
の
製
造
又
は
輸
入
が
次
の
各
号
に
該
当
す
る
旨
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

申
出
に
係
る
年
度
に
お
け
る
そ
の
新
規
化
学
物
質
の
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量
が
政
令
で
定
め
る
数
量
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二

既
に
得
ら
れ
て
い
る
知
見
等
か
ら
判
断
し
て
、
そ
の
新
規
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
が
生
じ
て
人
の
健
康
に
係
る
被
害
又
は
生
活
環
境
動
植
物
の
生
息
若
し

く
は
生
育
に
係
る
被
害
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

５

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
（
第
三
条

第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
含
む
。
）
を
合
計
し
た
数
量
が
前
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
数
量
を
超
え
る
こ

と
と
な
る
場
合
に
は
、
同
項
の
確
認
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

６
～
９

（
略
）

（
製
造
等
の
制
限
）

第
六
条

第
三
条
第
一
項
の
届
出
を
し
た
者
は
、
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
前
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
届
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
に
つ
い
て
第
四
条

第
四
項
（
前
条
第
九
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
通
知
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸

入
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

そ
の
届
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
の
製
造
又
は
輸
入
が
第
三
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
。
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二

そ
の
届
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
の
製
造
又
は
輸
入
に
つ
い
て
前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
場
合
（
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
確
認
が
取

り
消
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
、
そ
の
確
認
に
係
る
数
量
以
下
の
そ
の
新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
と
き
。

（
立
入
検
査
等
）

第
四
十
四
条

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
第
三
条
第
一
項
第
四
号
か
ら
第
六
号

ま
で
又
は
第
五
条
第
四
項
の
確
認
を
受
け
た
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又
は

試
験
の
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
分
量
に
限
り
化
学
物
質
を
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

経
済
産
業
大
臣
又
は
主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
職
員
に
、
許
可
製
造
業
者
若
し
く
は
許
可
輸
入
者
、
第
一
種
特

定
化
学
物
質
等
取
扱
事
業
者
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検

査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又
は
試
験
の
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
分
量
に
限
り
化
学
物
質
を
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
者
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
、
書
類

そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
関
係
者
に
質
問
さ
せ
、
又
は
試
験
の
た
め
に
必
要
な
最
小
限
度
の
分
量
に
限
り
化
学
物
質
を
収
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

経
済
産
業
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
、
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規

定
に
よ
る
立
入
検
査
、
質
問
又
は
収
去
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
立
入
検
査
、
質
問
又
は
収
去
を
行
わ
せ
る
場
合
に
は
、
機
構
に
対
し
、
当
該
立
入
検
査
の
場
所
そ
の
他
必
要
な
事
項

を
示
し
て
こ
れ
を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
も
の
と
す
る
。

７

機
構
は
、
前
項
の
指
示
に
従
つ
て
第
五
項
に
規
定
す
る
立
入
検
査
、
質
問
又
は
収
去
を
行
つ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
の
職
員
が
立
ち
入
る
と
き
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

９

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
、
質
問
及
び
収
去
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
八
章

罰
則

第
五
十
八
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
た
者

二

第
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

第
六
十
一
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反

行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。
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一

（
略
）

二

第
五
十
八
条
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
四
号

五
千
万
円
以
下
の
罰
金
刑

三

第
五
十
八
条
第
三
号
、
第
五
十
九
条
又
は
前
条

各
本
条
の
罰
金
刑

○

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
号
）
（
抄
）

（
第
一
種
特
定
化
学
物
質
）

第
三
条

法
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

新
規
化
学
物
質
を
他
の
化
学
物
質
の
中
間
物
と
し
て
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の
新
規
化
学
物
質
が
当
該
他
の
化
学
物
質
と
な
る
ま
で
の
間

に
お
い
て
そ
の
新
規
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
き
。

二

新
規
化
学
物
質
を
施
設
又
は
設
備
の
外
へ
排
出
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
方
法
で
使
用
す
る
た
め
の
も
の
と
し
て
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
そ
の

新
規
化
学
物
質
が
廃
棄
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
そ
の
新
規
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
き
。

三

新
規
化
学
物
質
を
輸
出
す
る
た
め
に
製
造
し
、
又
は
輸
入
す
る
場
合
（
そ
の
輸
出
が
新
規
の
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
地
域
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
、
経
済
産
業
省
令
、
環
境
省
令
で
定
め
る
地
域
を
仕
向
地
と
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
そ
の

新
規
化
学
物
質
が
輸
出
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
そ
の
新
規
化
学
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
き
。

２

法
第
三
条
第
一
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
数
量
は
、
一
ト
ン
と
す
る
。

第
四
条

法
第
五
条
第
四
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
数
量
は
、
十
ト
ン
と
す
る
。

○
新
規
化
学
物
質
の
製
造
又
は
輸
入
に
係
る
届
出
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
九
年
四
月
十
五
日
厚
生
省
・
通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
（
抄
）

（
新
規
化
学
物
質
の
製
造
等
の
届
出
を
要
し
な
い
こ
と
の
確
認
に
係
る
申
出
）

第
三
条

法
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に

掲
げ
る
様
式
に
よ
る
申
出
書
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
確
認
書
を
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
申
し
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
九
年
政
令
第
二
百
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）

様
式
第
二

様
式
第
三

第
三
条
第
一
項
第
一
号
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二

令
第
三
条
第
一
項
第
二
号

様
式
第
四

様
式
第
五

三

令
第
三
条
第
一
項
第
三
号

様
式
第
六

様
式
第
七

（
確
認
を
受
け
た
新
規
化
学
物
質
に
係
る
報
告
）

第
三
条
の
二

法
第
三
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
た
者
は
、
毎
年
度
六
月
末
日
ま
で
に
、
前
年
度
に
お
け
る
当
該
新
規
化
学
物
質
の
取
扱
状
況
に
つ
い

て
様
式
第
八
に
よ
る
報
告
書
を
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
年
度
に
当
該
新
規
化
学
物
質
を
製
造

せ
ず
、
輸
入
し
な
か
つ
た
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
少
量
新
規
化
学
物
質
の
確
認
に
係
る
申
出
）

第
四
条

法
第
三
条
第
一
項
第
五
号

の
規
定
に
よ
る
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
毎
年
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
期
間
に
、
第
一
号
に
掲
げ
る
期
間
に
つ

い
て
は
当
該
期
間
の
属
す
る
月
の
四
月
一
日
か
ら
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
期
間
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
属
す
る
年
の
翌
月

一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
の
属
す
る
年
の
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
新
規
化
学
物
質
に
つ
い
て
、
様
式
第
九
の
申
出
書

及
び
そ
の
写
し
を
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

一
月
二
十
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

二

六
月
一
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で

三

九
月
一
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で

四

十
二
月
一
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で

２

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
そ
の
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量
に
つ

い
て
、
法
第
三
条
第
一
項
第
五
号

の
確
認
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
第
一
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
合
計
し
た
数
量
が
一
ト
ン
を
超
え
る
場
合

当
該
新
規
化
学
物
質
に
係
る
同
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量

二

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
合
計
し
た
数
量
（
法
第
五
条
第

四
項

の
規
定
に
よ
る
確
認
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
一
ト
ン
を
超
え
る
場
合

当
該
新
規
化
学
物

質
に
係
る
前
項
第
二
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量

三

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
合
計
し
た
数
量
が
一
ト
ン

を
超
え
る
場
合

当
該
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
第
三
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量

四

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
各
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
合
計
し
た
数
量
が
一
ト
ン
を
超
え
る
場
合

当
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該
新
規
化
学
物
質
に
係
る
前
項
第
四
号
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量

（
低
生
産
量
新
規
化
学
物
質
の
審
査
の
特
例
に
係
る
申
出
）

第
四
条
の
三

法
第
五
条
第
一
項
の
申
出
は
、
法
第
三
条
第
一
項
の
届
出
を
す
る
際
に
、
様
式
第
十
一
の
申
出
書
を
様
式
第
一
の
届
出
書
に
添
付
し
、
厚
生
労
働
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
低
生
産
量
新
規
化
学
物
質
の
確
認
に
係
る
申
出
）

第
四
条
の
四

法
第
五
条
第
四
項
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
申
出
に
係
る
新
規
化
学
物
質
が
同
条
第
二
項
第
一
号

に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の
通
知
を
受
け
た
日
（
以
下
「
通
知
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
年
度
（
以
下
「
通
知
年
度
」
と
い
う
。
）
に
当
該
新
規
化
学
物
質
を
製

造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
二
の
申
出
書
及
び
そ
の
写
し
を
厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て

申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
五
条
第
四
項

の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
通
知
年
度
の
翌
年
度
以
降
の
年
度
に
当
該
新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

毎
年
、
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
の
三
月
一
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で
の
期
間
に
、
様
式
第
十
二
の
申
出
書
及
び
そ
の
写
し
を
厚
生
労
働
大
臣

、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
申
し
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

通
知
日
が
三
月
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
通
知
年
度
の
翌
年
度
に
当
該
新
規
化
学
物
質
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
「
三
月
一
日
か
ら
同
月
十
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
通
知
日
か
ら
十
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
」
と
す
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
及
び
環
境
大
臣
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
そ
の
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量
に
つ

い
て
、
法
第
五
条
第
四
項
の
確
認
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
第
一
項
の
申
出
を
し
た
日
ま
で
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
合
計
し
た
数
量
（
法
第
三
条
第
一

項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
確
認
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
十
ト
ン
を
超
え
る
場
合

当
該
新
規
化

学
物
質
に
係
る
第
一
項
の
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量

二

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
第
二
項
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
合
計
し
た
数
量
が
十
ト
ン
を
超
え
る
場
合

当
該

新
規
化
学
物
質
に
係
る
第
二
項
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量

三

一
の
新
規
化
学
物
質
に
係
る
第
二
項
及
び
第
三
項
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
及
び
輸
入
予
定
数
量
を
合
計
し
た
数
量
が
十
ト
ン
を
超
え
る

場
合

当
該
新
規
化
学
物
質
に
係
る
第
三
項
の
期
間
に
な
さ
れ
た
申
出
に
係
る
製
造
予
定
数
量
又
は
輸
入
予
定
数
量


